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人権の花終了式・ともだち集会を行いました 
ずいぶんと寒くなってきました。世間ではインフルエンザが猛威をふるっています。学校は、爆発

的に多いということはありませんが、体調の崩れで欠席する子が毎日います。手洗い・うがいをして、

健康で過ごせるように留意していきましょう。 

さて、１１月は人権月間でした。各学年で人権学習を行いました。１年生は「てつぼう きらい」、  

２年生は「ぼく、さびしかったんだ」、３年生は「このまま だまってていいのか」、４年生は「お父さん

の思いや願いを受けて」、５年生は「父の仕事」、６年生は「ひとりの友だち」という題材をもとに、学

習を深めました。どの学年も、題材の中の話と自分のことを重ね合わせ、自分はどうだったのか、自

分ならどうするのかを考えていました。相手の気持ちを考えること、自分の思いを伝えること、本当

のことを知ることが大切だと改めて学びました。人権学習の公開授業では、県教育委員会、教育事

務所、町教育委員会、山北小や玉東中

からも参観に来られました。子供たちが

自分事として考えている姿を見ていた

だけたのではないかと思います。 

また、今年度、本校は人権の花運動実施校として、思いやりの気持ちをもって花

（メランポジウム・ジニア）を育ててきました。１１月２５日（火）の２校時に人権の花

終了式を行いました。２種類の花の種をとり、袋に入れ、お世話になっている方々に

渡しました。子供たちの思いのこもった種が、また来年玉東町のどこかで芽が出て

花が咲いてくれると嬉しく思います。同日３校時には、ともだち集会（人権集会）を

行い、きずな標語の各学年代表の子の発表がありました。どの標語も、つくった子供の思いが込め

られていました。標語に表したように、みんなが行動できると、お互いのことをより思い合って、今より

もさらに温かい木葉小になっていくと思います。自分の日々の言動を振り返り、相手のことを考えた

言動が今よりももっと増えていくといいなと思います。縦割り班でのアイスブ

レイクやゲームでも、一人一人の意見を大切にすることができました。 

＜きずな標語＞ 

１年：ながたよりはるさん「『あそぼうよ』 ともだちつなぐ まほうのことば」 

２年１組：うえすぎひろさん「あいさつが なかよくなれる だいいいっぽ」 

２年２組：みずもとはるとさん「見つけよう きみとぼくの いいところ」 

  ３年：深本かなたさん「小さな気づかい 小さなおもいやり 大きなえがお」 

４年：末永清眞さん「幸せに 生きるけんりが あるんだよ」 

５年：坂本藍音さん「気づいてよ 今の言葉で 心がいたいよ」 

６年１組：竹﨑羽奏さん「困ったら お互いさまだよ 頼ってね」 

６年２組：中川翔誠さん「さしのべよう 勇気の手 その行動で だれかが救われる」 

木葉の子だより 
～いろとりどり～ 



おにぎり会 
１２月５日（金）、米作りでお世話になっている小山猛史さんをご招待して、今

年度収穫したお米でおにぎりを作り、おにぎり会を行いました。小山さんが稲の

管理をしっかりしてくださったおかげで、今年度は３０ｋｇの袋で９袋も収穫するこ

とができました（昨年度は７袋でした）！今年度は、好きな具を一種類選び、おに

ぎりの中に入れました。炊きたてのご飯で作ったおにぎりは、本当においしかった

です。食べ物のありがたさや働く喜びも教えていただきました。小山さん、本当に

ありがとうございました。 

１年生と新１年生が交流会 
１２月４日（木）、１年生が新１年生をご招待して、交流を行いました。1年生がどんぐりや様々な色の葉

っぱでおもちゃを作り、一緒に楽しみました。さすが、１年生はお兄さんお姉さんで、遊び方を教えてあげた

り、折り紙で作ったプレゼントを優しく「どれがいい？」と聞いたりしていました。新１年生も、みんな笑顔で

葉っぱの魚つりや紙コップのけん玉などを楽しんでいました。４月からの学校生活も楽しみにしてくれると

嬉しいです。１年生も、準備も受付もおもてなしもよく頑張りましたね。もうすぐ立派な２年生ですね！お越し

いただいた園の先生方、保護者の方々、ありがとうございました。 

初めての「木葉小元気祭り」を開催しました！！ 

８月に玉東町が水害の被害に遭い、子供たちの方から、「玉東町を元気

にしたい！」という声があがりました。その後、子供たちが何度も話し合い、２

つのことを実施することとなりました。１つめは、１１月２７日（木）に木葉小元

気祭りを行うこと、２つめは、メッセージを書いた応援幕を町内にはることで

す。元気祭りは初めての試みなので、地域の方が誰も来なかったらどうしよ

うという不安もありました。しかし、いろいろな場で元気祭りの PR を行い、当日は、保護者の方も含

めて５０名ほどの参加がありました。みなさん笑顔で子供たちと話をしたり、肩もみをしてもらったり、

様々な遊びを楽しんでおられました。子供たちにとっては初めてのグラウンドゴルフを、地域の方に

教えていただくこともできました。終わりには、「楽しかったです！」との声をたくさ

んいただきました。子供たちの「元気にしたい」という思いが伝わったのではな

いかと、嬉しく思いました。子供たちも、きっと「やってよかった」と達成感を感じ

ていると思います。自分たちが誰かのためにと思い行動したことが、「楽しかっ

た」「ありがとう」という言葉で返ってきたことを喜びとし、いろいろな場面で誰かのために行動でき

る人であってほしいと思います。元気祭りに参加してくださった皆様、本当にありがとうございました。

子供たちも、私たちも元気をもらいました。このつながりを大切に、ずっとつながっていけることを願

っています。 

子供たちみんなで作成した応援幕「みんなで協力 支え合う 玉東町」を、

マルエイ前と、木葉交差点のところに掲げています。このメッセージについて、

保護者の方々にも投票いただき、ありがとうございました。応援幕からも、町

の方々を元気にしたいという思いが伝わってほしいです。マルエイに行かれ

た際や、信号で止まっている時など、ぜひご覧ください。 

 
※12月 25日（木）から冬休みとなります。地域の皆様には、いろいろとお世話になります。 

 


